
【SF-WM型、SF-WL型の場合】

【JF-AF型の場合】

SF-WM型、SF-WL型の場合
①水栓本体の取付け
②逆止弁ソケットの取付け（一般地仕様のみ）
③給水・給湯管の接続
□通水確認
□泡沫口、ストレーナの掃除
□流量の調節

１
２
３

2.  施工方法

部品の確認

水栓本体から本体固定用および給水・給湯管固定用の部材を取り外す。1.

水栓本体をカウンターに設置し、別売の専用工具（KG-1）を用い、取付
ナットで本体をしっかりと固定する。

2.

逆止弁ソケットの樹脂キャップ、袋ナット、テーパー座金、スリップワッ
シャー、パッキン（黒）を取り外す。

一般地仕様：　　「逆止弁ソケットの取付け」へ進んでください。
寒冷地仕様：　　「給水・給湯管の接続」へ進んでください。

1.

別売りの専用工具（KG-1）を用い、逆止弁ソケットとパッキン（青）を
取付脚に固定する。

2.

水栓本体の取付け

一般地仕様の場合 寒冷地仕様の場合

※寒冷地仕様に逆止弁ソケットは同梱されていません。

①

②

1

逆止弁ソケットの取付け2

③
JF-AF型の場合

2
3

※取付穴：φ24±2mm、カウンター厚：最大30mm

SF-WM430型　
SF-WL430型

JF-AF434型

注 意

部品の紛失に注意してください。
※漏水の原因となります。

専用工具（KG-1）

パッキン（白）

座金

取付ナット

パッキン（白）
座金

パッキン（黒）

取付けナット

スリップワッシャー
テーパー座金

袋ナット

樹脂キャップ

パッキン（青）

逆止弁ソケット

パッキン（黒）
スリップワッシャー

テーパー座金

袋ナット

吐水口回転範囲150°

水混合

湯

252

5
7

55°45°
10°

15°

5°

114
開

閉

（43）

閉
2
3
1
～
開
2
7
8

9
4

最
大
3
0

カウンター取付穴径φ24±2

φ12.7

203

PJ1/2

18°

1
7
1

235

正面

吐水口回転範囲150°

水混合

湯

252

5
7

55°45°
10°

15°

5°

9
4

最
大
3
0

φ12.7

203

114

開

閉

整流（原水）

シャワー（原水）

整流（浄水）

45°

45°
（43）

閉
2
3
1
～
開
2
7
8

カウンター取付穴径φ24±2

PJ1/2

10°

1
5
8

5
0

244

正面

袋をあけず浄水スパウト
に付けたままお客さまに
お渡しください。

パッキン（白）

座金

取付ナット

パッキン（白）

座金

取付ナット

逆止弁ソケット×2
（一般地仕様のみ）

寒冷地仕様の場合
パッキン（黒）

スリップワッシャー
テーパー座金
袋ナット

逆止弁ソケット×2
（一般地仕様のみ）

寒冷地仕様の場合
パッキン（黒）

スリップワッシャー
テーパー座金
袋ナット

パッキン（白）

取付脚

座金

取付ナット

パッキン（青）

取付脚

逆止弁ソケット

専用工具（KG-1）

水道水および飲用可能な井戸水(※1)以下

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により、漏水の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合
　する水をいいます。

ヤケドの恐れがないところまで水圧変動を押えた配管設備にしてください。
※他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用中に湯温が
　急上昇し、ヤケドをする恐れがあります。

【寒冷地用の場合】

【寒冷地用の場合】

用

シングルレバー混合水栓

以上で使用しないでください。
以上

飲用
OK

（一般的な行動指示記号です。）

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-017-173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

PMS-2505(19030)

1.  施工の前に

お客さまに引き渡すときは、取扱説
明書

取　付　条　件

給湯器設定温度

給湯

給水水栓

とじる

止水栓

給水圧力≧給湯圧力 (※2)

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする

恐れがあります。

Aはガス給湯器の最低作動圧力です。

0.75MPa(静止時)

A＋0.10MPa(流動時)：給湯器設定温度 75℃
A＋0.07MPa(流動時)：給湯器設定温度 60℃
A＋0.05MPa(流動時)：給湯器設定温度 42℃

A＋0.09MPa(流動時)：給湯器設定温度 75℃
A＋0.06MPa(流動時)：給湯器設定温度 60℃
A＋0.05MPa(流動時)：給湯器設定温度 42℃

最低必要圧力

最 高 圧 力

給湯圧力は水栓直前における流動時の圧力です。

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

止水栓と点検口を設けてください。

流量を調節してください。●使い勝手や性能発揮のために

●取付後の保守点検のために必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

特に水圧が高い場合など、流量が
調節されていないと漏水・破損の恐れがあります。

給水配管と給湯配管を逆に配管しないでください。

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

ストレーナの掃除をする際は必ず湯側水側の両方の止水栓を閉じてから
行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損害発生の恐
　れがあります。

PJ1/2

水栓取付穴：φ24±2㎜、カウンター厚：最大30㎜

SF-WM430型 SF-WL430型
JF-AF434型

SF-WM430型、SF-WL430型 JF-AF434型

●水栓本体の取付けには専用工具（KG-1）もしくは市販のスパナ（対辺24）が必要です。

湯(H)

流動時 静止時

(静止時)

(流動時)

流動時の圧力です。



【SF-WM型、SF-WL型の場合】

【JF-AF型の場合】

SF-WM型、SF-WL型の場合
①水栓本体の取付け
②逆止弁ソケットの取付け（一般地仕様のみ）
③給水・給湯管の接続
□通水確認
□泡沫口、ストレーナの掃除
□流量の調節

１
２
３

2.  施工方法

部品の確認

水栓本体から本体固定用および給水・給湯管固定用の部材を取り外す。1.

水栓本体をカウンターに設置し、別売の専用工具（KG-1）を用い、取付
ナットで本体をしっかりと固定する。

2.

逆止弁ソケットの樹脂キャップ、袋ナット、テーパー座金、スリップワッ
シャー、パッキン（黒）を取り外す。

一般地仕様：　　「逆止弁ソケットの取付け」へ進んでください。
寒冷地仕様：　　「給水・給湯管の接続」へ進んでください。

1.

別売りの専用工具（KG-1）を用い、逆止弁ソケットとパッキン（青）を
取付脚に固定する。

2.

水栓本体の取付け

一般地仕様の場合 寒冷地仕様の場合

※寒冷地仕様に逆止弁ソケットは同梱されていません。

①

②

1

逆止弁ソケットの取付け2

③
JF-AF型の場合

2
3

※取付穴：φ24±2mm、カウンター厚：最大30mm

SF-WM430型　
SF-WL430型

JF-AF434型

注 意

部品の紛失に注意してください。
※漏水の原因となります。

専用工具（KG-1）
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正面

袋をあけず浄水スパウト
に付けたままお客さまに
お渡しください。

パッキン（白）

座金

取付ナット

パッキン（白）

座金

取付ナット

逆止弁ソケット×2
（一般地仕様のみ）

寒冷地仕様の場合
パッキン（黒）

スリップワッシャー
テーパー座金
袋ナット

逆止弁ソケット×2
（一般地仕様のみ）

寒冷地仕様の場合
パッキン（黒）

スリップワッシャー
テーパー座金
袋ナット

パッキン（白）

取付脚

座金

取付ナット

パッキン（青）

取付脚

逆止弁ソケット

専用工具（KG-1）

水道水および飲用可能な井戸水(※1)以下

水道水及び飲用可能な井戸水以外は使用しないでください。
※商品の内部腐食により、漏水の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合
　する水をいいます。

ヤケドの恐れがないところまで水圧変動を押えた配管設備にしてください。
※他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用中に湯温が
　急上昇し、ヤケドをする恐れがあります。

【寒冷地用の場合】

【寒冷地用の場合】

用

シングルレバー混合水栓

以上で使用しないでください。
以上

飲用
OK

（一般的な行動指示記号です。）

●商品・施工方法についてのお問い合わせ
お客さま相談センターまで
ナビダイヤル TEL 0570-017-173

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク・夏期・年末年始の休みは除く）

PMS-2505(19030)

1.  施工の前に

お客さまに引き渡すときは、取扱説
明書

取　付　条　件

給湯器設定温度

給湯

給水水栓

とじる

止水栓

給水圧力≧給湯圧力 (※2)

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする

恐れがあります。

Aはガス給湯器の最低作動圧力です。

0.75MPa(静止時)

A＋0.10MPa(流動時)：給湯器設定温度 75℃
A＋0.07MPa(流動時)：給湯器設定温度 60℃
A＋0.05MPa(流動時)：給湯器設定温度 42℃

A＋0.09MPa(流動時)：給湯器設定温度 75℃
A＋0.06MPa(流動時)：給湯器設定温度 60℃
A＋0.05MPa(流動時)：給湯器設定温度 42℃

最低必要圧力

最 高 圧 力

給湯圧力は水栓直前における流動時の圧力です。

貯湯式給湯器と組み合わせる場合の給水圧力

●取付後の流量調節及び保守点検のために、必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

止水栓と点検口を設けてください。

流量を調節してください。●使い勝手や性能発揮のために

●取付後の保守点検のために必ず止水栓（別売）と点検口を設けてください。

特に水圧が高い場合など、流量が
調節されていないと漏水・破損の恐れがあります。

給水配管と給湯配管を逆に配管しないでください。

給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

ストレーナの掃除をする際は必ず湯側水側の両方の止水栓を閉じてから
行ってください。
※湯・水が噴出してヤケドをしたり、家財等を濡らす財産損害発生の恐
　れがあります。

PJ1/2

水栓取付穴：φ24±2㎜、カウンター厚：最大30㎜

SF-WM430型 SF-WL430型
JF-AF434型

SF-WM430型、SF-WL430型 JF-AF434型

●水栓本体の取付けには専用工具（KG-1）もしくは市販のスパナ（対辺24）が必要です。

湯(H)

流動時 静止時

(静止時)

(流動時)

流動時の圧力です。



3.

4. 表面についた水滴をふき取り、ヘッドをグリップに差し込む。

5. グリップを持って、ヘッドを右に止まるまで回す。

2. ストレーナについたゴミを、洗剤を使わず、歯ブラシ等でこすり落とす。

ボールなどの器に清潔な水道水をため、ストレーナが沈む程度に浸けて、
軽くすすぐ。

ストレーナが外れた場合は、すぐにつけ直してくだ
さい。
※外れたままにしておくと、中の機能部分にゴミ
が侵入し切替え不良等の原因となります。

●ヘッドはしっかり奥まで差し込む。
●ヘッドの窓とグリップの穴の中心が合う位置で差し込む。

穴窓ヘッド

グリップ

泡沫口・ストレーナの掃除

1.

2.

泡沫口の紛失を防ぐため、排水口を布等でおおう。

泡沫口の溝にメダルなどを当てて取り外し、水で掃除する。

3. 泡沫口の溝にメダルなどを当てて、右に止まるまで回し取り付ける。

SF-WM型、SF-WL型の場合

初期通水のゴミを取り除くため、以下の要領で、泡沫口、ストレーナの掃除
を行ってください。

JF-AF型の場合

1. グリップを持って、ヘッドを左に止まるまで回し、引き抜く。

泡沫口

板状のもの
（メダルなど）

泡沫口

レバーハンドルを閉じ、接続部から
の漏水がないか確認する。

以下の手順通り正しく調節してください。

通水確認を以下の要領で行ってください。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水確
認する。

レバーハンドルが閉じている
ことを確認し、給水・給湯の止水栓
を開く。

1
1. 3.

2.

3.  施工後の調節3.  施工後の調節

湯側止水栓
　（左）

開 開
水側止水栓
　（右）

閉じる

開ける

1.

2.

給水・給湯管の接続

給水・給湯管（別売の止水栓に付属）を逆止弁ソケット（寒冷地仕様は
取付脚）への差込しろ（約20mm）を確保して、切断する。

給水・給湯管に袋ナット、テーパー座金、スリップワッシャー及びパッ
キン（黒）の順に組み付ける。

3. 給水・給湯管を逆止弁ソケット（寒冷地仕様は取付脚）に差し込み（約
20mm）、袋ナットを手でいっぱいに締め付けてから、工具で3／4～1回
転増し締めする。（締付けトルク10～15N・m)

注 意

順番と向きを間違えないようにしてください。
※漏水の原因となります。

一般地仕様の場合 寒冷地仕様の場合

注 意

高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると不意に高温の湯が出てヤケド
をする恐れがあります。 湯

水

給水管（別売り）

パッキン（黒）

スリップワッシャー

テーパー座金

袋ナット
給湯管（別売り）

取付脚

逆止弁ソケット

袋ナット
給湯管

袋ナット
給湯管

給水管

取付脚

閉じる

切替レバー

ヘッド

グリップ

切替レバー

ヘッド

グリップ

注 意

回すときに、切替レバーに無理な力を
かけないでください。

注 意

泡沫口のパッキンに傷を
つけないように注意して
ください。
※漏水の原因になります。

注 意

ストレーナ

清潔な
水道水

漏水確認

漏水確認

3

給水管

専用工具（KG-1）専用工具（KG-1）

確　認
最後まで回り、形や表示が合っていること
を確認すること。

かたちや表示
が合っている

かたちや表示
が合ってない

注 意

回すときに、切替レバーに無理な力
をかけないでください。

PMS-2505(19030)

ゴミ詰まりはないか？

4.  引渡し前の確認

「流量の調節」の項参照。

ハンドルが
右側に
回らない

使用中、
レバーハンドル
が自然に動く。

④

湯と水の流量が同じになるように、
水側の流量調節栓を調節する。

水圧が高い場合は、レバーハンドルを全開にしたときのシャワーの流
量が湯と水でそれぞれ約8L/min（1リットルの容器をいっぱいにす
るのに約8秒）以下になるよう止水栓で流量調節をしてください。

レバーハンドルを全開にする。1.

2.

流量の調節

JF-AF型の場合

SF-WM型、SF-WL型の場合

止水栓

止水栓

水圧が0.20MPaを超える場合は、水側の流量を調節してください。
※水栓の機能が十分に発揮されません。

注 意

以下の場合は、水圧が高く過剰流量になっていることが
考えられます。
　(1)浄水とシャワーがうまく切り替わらない。
　(2)切替レバーの表示と異なる箇所から水が出る。

1.「施工の前に」の「圧力条件」
の項参照。

「流量の調節」の項参照。

1.「施工の前に」の「本製品の仕
様と条件」の項参照。

取付けナットをしっかり締める。

⑦

水栓に浄水カートリッジの入った袋を付けたまま、
お客さまに引き渡してください。

5.  引渡し（JF-AF型の場合）

カートリッジ袋

SF-WM型、SF-WL型

JF-AF型の場合

⑥ストレーナ

ヘッド

切替ハンドル

故障ではありません。
水を止めた後に少しの間水が垂れ
ますが、切替ユニット内部に溜
まった少量の水が排出されるため
で、故障ではありません。

ヘッド

④レバーハンドル

③固定ナット

カートリッジ

②シートパッキン

取付脚

パッキン（白）

座金

⑤取付けナット

パッキン（青）
一般地仕様のみ

一般地仕様のみ
逆止弁ソケット

パッキン（黒）
スリップワッシャー
テーパー座金
袋ナット

①泡沫口

パッキン

⑦ねじ



3.

4. 表面についた水滴をふき取り、ヘッドをグリップに差し込む。

5. グリップを持って、ヘッドを右に止まるまで回す。

2. ストレーナについたゴミを、洗剤を使わず、歯ブラシ等でこすり落とす。

ボールなどの器に清潔な水道水をため、ストレーナが沈む程度に浸けて、
軽くすすぐ。

ストレーナが外れた場合は、すぐにつけ直してくだ
さい。
※外れたままにしておくと、中の機能部分にゴミ
が侵入し切替え不良等の原因となります。

●ヘッドはしっかり奥まで差し込む。
●ヘッドの窓とグリップの穴の中心が合う位置で差し込む。

穴窓ヘッド

グリップ

泡沫口・ストレーナの掃除

1.

2.

泡沫口の紛失を防ぐため、排水口を布等でおおう。

泡沫口の溝にメダルなどを当てて取り外し、水で掃除する。

3. 泡沫口の溝にメダルなどを当てて、右に止まるまで回し取り付ける。

SF-WM型、SF-WL型の場合

初期通水のゴミを取り除くため、以下の要領で、泡沫口、ストレーナの掃除
を行ってください。

JF-AF型の場合

1. グリップを持って、ヘッドを左に止まるまで回し、引き抜く。

泡沫口

板状のもの
（メダルなど）

泡沫口

レバーハンドルを閉じ、接続部から
の漏水がないか確認する。

以下の手順通り正しく調節してください。

通水確認を以下の要領で行ってください。

水側・湯側それぞれの位置で
レバーハンドルを開け、通水確
認する。

レバーハンドルが閉じている
ことを確認し、給水・給湯の止水栓
を開く。

1
1. 3.

2.

3.  施工後の調節3.  施工後の調節

湯側止水栓
　（左）

開 開
水側止水栓
　（右）

閉じる

開ける

1.

2.

給水・給湯管の接続

給水・給湯管（別売の止水栓に付属）を逆止弁ソケット（寒冷地仕様は
取付脚）への差込しろ（約20mm）を確保して、切断する。

給水・給湯管に袋ナット、テーパー座金、スリップワッシャー及びパッ
キン（黒）の順に組み付ける。

3. 給水・給湯管を逆止弁ソケット（寒冷地仕様は取付脚）に差し込み（約
20mm）、袋ナットを手でいっぱいに締め付けてから、工具で3／4～1回
転増し締めする。（締付けトルク10～15N・m)

注 意

順番と向きを間違えないようにしてください。
※漏水の原因となります。

一般地仕様の場合 寒冷地仕様の場合

注 意

高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると不意に高温の湯が出てヤケド
をする恐れがあります。 湯

水

給水管（別売り）

パッキン（黒）

スリップワッシャー

テーパー座金

袋ナット
給湯管（別売り）

取付脚

逆止弁ソケット

袋ナット
給湯管

袋ナット
給湯管

給水管

取付脚

閉じる

切替レバー

ヘッド

グリップ

切替レバー

ヘッド

グリップ

注 意

回すときに、切替レバーに無理な力を
かけないでください。

注 意

泡沫口のパッキンに傷を
つけないように注意して
ください。
※漏水の原因になります。

注 意

ストレーナ

清潔な
水道水

漏水確認

漏水確認

3

給水管

専用工具（KG-1）専用工具（KG-1）

確　認
最後まで回り、形や表示が合っていること
を確認すること。

かたちや表示
が合っている

かたちや表示
が合ってない

注 意

回すときに、切替レバーに無理な力
をかけないでください。

PMS-2505(19030)

ゴミ詰まりはないか？

4.  引渡し前の確認

「流量の調節」の項参照。

ハンドルが
右側に
回らない

使用中、
レバーハンドル
が自然に動く。

④

湯と水の流量が同じになるように、
水側の流量調節栓を調節する。

水圧が高い場合は、レバーハンドルを全開にしたときのシャワーの流
量が湯と水でそれぞれ約8L/min（1リットルの容器をいっぱいにす
るのに約8秒）以下になるよう止水栓で流量調節をしてください。

レバーハンドルを全開にする。1.

2.

流量の調節

JF-AF型の場合

SF-WM型、SF-WL型の場合

止水栓

止水栓

水圧が0.20MPaを超える場合は、水側の流量を調節してください。
※水栓の機能が十分に発揮されません。

注 意

以下の場合は、水圧が高く過剰流量になっていることが
考えられます。
　(1)浄水とシャワーがうまく切り替わらない。
　(2)切替レバーの表示と異なる箇所から水が出る。

1.「施工の前に」の「圧力条件」
の項参照。

「流量の調節」の項参照。

1.「施工の前に」の「本製品の仕
様と条件」の項参照。

取付けナットをしっかり締める。

⑦

水栓に浄水カートリッジの入った袋を付けたまま、
お客さまに引き渡してください。

5.  引渡し（JF-AF型の場合）

カートリッジ袋

SF-WM型、SF-WL型

JF-AF型の場合

⑥ストレーナ

ヘッド

切替ハンドル

故障ではありません。
水を止めた後に少しの間水が垂れ
ますが、切替ユニット内部に溜
まった少量の水が排出されるため
で、故障ではありません。

ヘッド

④レバーハンドル

③固定ナット

カートリッジ

②シートパッキン

取付脚

パッキン（白）

座金

⑤取付けナット

パッキン（青）
一般地仕様のみ

一般地仕様のみ
逆止弁ソケット

パッキン（黒）
スリップワッシャー
テーパー座金
袋ナット

①泡沫口

パッキン

⑦ねじ


